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海外語学留学が言語能力に与える影響
―その効果と質的変化―









































































留 学 前 留 学 後
第6期 (96/10-97/2) 96/7or4 97/4
第8期 (97/10-98/2) 97/4or7 98/4








































スコアの伸 び 最高スコア 入学時のス コ ア NZ留 学プログラム参加の有無
スコアの伸 び 1.0000 0.7795 -0.1115 0.4186
最 高 ス コ ア 0.7795 1.0000 0.5356 0.3373
入学時のTOEⅠCス コ ア -0.1115 0.5356 1.0000 -0.0041










スコアの伸び合計 Listenlng 最 高スコア Listenlng 入学時スコア ListenlngNZ留学参加の有無伸 び 最高スコア 入学時スコア
スコアの伸び合計 1.0000 0.7690 0.7795 0.7240-0.1115-0.8910 0.4186
Listening伸 び 0.7690 1.0000 0.4765 0.7606-0.2808-0.3741 0.4561
最高スゴア 0.7795 0.4765 1.0000 0.8199 0.5355 0.4751 0.4751
Listenlng最高スコア 0.7240 0.7606 0.8199 1.0000 0.8740 0.4515 0.0974






































スコアの Reading 最 高 Reading 入学時 ReadingNZ留学
伸び合計 伸 び スコア 最高スコア スコア 入学時スコア参加の有無
スコアの伸 び 合 計 1.0000 0.7389 0.7795 0.5909-0.1115-0.1020 0.4186
Reading伸 び 0.7389 1.0000 0.7056 0.8374 0.1233-0.0692 0.1678
最高スヲア 0.7795 0.7056 1.0000 0.8562 0.5355 0.4353 0.4751
Reading最高スコア 0.5909 0.8374 0.8562 1.0000 0.5618 0.4874 0.2002
脚 寺スコア -0.1115 0.1233 0.5355 0.5618 1.0000 0.8282｢0.0041






































































































































NZ留学の 有 無 スコア合 計 Partl.Part2 Part3 Part4
NZ留 学の 有 無 1.0000 0.5953 0.4532 0.5459 0.3862 0.3820
スコア合計 0.5953 1.0000 0.7328 0.8450 0.8006 0.5536
Partl 0.4532 0.7328 1.0009 0.5278 0.4060 0.1745
Part2 0.5459 0.8450 0.5278 1.0000 0.5196 0.3453
Part3 0.3862 0.8006 0.4060 0.5196 1.0000 0.3873
Part4 0.3820 0.5536 0.1745 0.3453 0.3873 1.0000
5 結論
本稿では､先ず5ケ月間のニュージーランド留学プログラムによる学生の
TOEICスコアの伸びを､t一検定､相関係数を用いて調べ､さらにListening.
ReadingのSection別に留学プログラムとの相関関係を調べた｡その結果を整
理すると以下のようになる｡
① ニュージーランド留学プログラムとTOEICスコアの関係は常に高い正
の相関を保っている｡
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② ListeningSectionはニュージーランド留学と高い相関を持っているが､
ReadingSectionとの相関は有意ではない｡
後半では､Listeningテストの4つの問題形式についてニュージーランド留
学プログラムとの相関関係を調べた｡その結果は以下のようである｡
③ ニュージーランド留学プログラム参加者はPartlのような描写問題に
ついてより習熟していた｡
④ ニュージーランド留学プログラム参加者はPart2のような対話応答選
択問題についてより習熟していた｡
(9 Part3のような会話文問題においては､ニュージーランド留学プログ
ラムによる影響は他のPartよりも小さい｡会話文について質問に答える
というこの問題形式には国内の学生もかなり習熟している可能性がある｡
⑥ part4おいても､ニュージーランド留学プログラムによる影響は′トさ
いものであった｡長文聞き取りの問題形式は､日本の英語教育でもよく見
られ､また語学留学では長文を聞き取るような状況はあまり生じないため
留学プログラム参加者も留学経験の無い学生も特に習熟度においては変わ
りがないのであろう｡
ニュージーランド留学プログラムのような海外語学留学に参加する学生の数
は年々増加している｡そしてListeningにおけるその効果は著しい｡ しかしそ
の一方でReadingには必ずしも良い効果が期待できるわけではないようであるも
さらに､Listeningにおいては､習熟度が能力を左右する大きな要因となって
おり､ESL状況でないと習熟できないような文章を用いた問題形式に関して
は､留学プログラムの効果が大きく出ることが分かった｡
海外留学は勿論必須条件というわけではないが､このようなListeningへの
確実絶大な効果を考えると非常に有意味であると思われる｡また､本稿では､
留学によるListening能力の質的変化の洞察は問題形式別に留まったが､今後
はより詳細にわたって調べていきたいと考えている｡さらにもうー っ､今後は
国内でもTOEIC等で高得点を挙げたり､急激に実力をつける学生の英語能力
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の調査も行いたい｡このような学生をよく調べることで､不毛性が言われてい
る日本の英語教育に少しでも提言が出来ればと考えている｡
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